
基礎科学と研究の自由を考える

五十を過ぎると小学校や中学時代の友人達に

も多少の時間的余裕ができてきたらしく, クラ

ス会などの呼びかけがよくかかる。そんな時 ,

「大学で化石の研究をしている」と言うと,「趣

味と職業が一致していて幸せだね」とうらやま

しがられる。しかし,「化石の研究はどんな役

に立つのかね」という質問も出る。化石の研究

が地層の時代決定や対比を通して地下資源の開

発に大きな役割を果しているのは周知の通りで

ある。しかし,私の研究しているのは,あ るグ

ループの生物がどんな過程をたどって進化して

きたかとか,太古の海で古生物がどんな生活を

営んでいたかといった問題であって,それが解

明されたからといって人類社会に直ちに効用が

出てくるとは思えない。昆虫採集に熱中してい

る子供の知識欲と大して変りはないかも知れな

い。そこでこのような質問に対しては無理なこ

じつけをすることは止めて,「真理の探求は究

極的に社会の発展に役立つ」という自分なりの

"理学的信念"を もち出すことにしている。

おそらく基礎科学の研究者の多くは同様に目

先きの効用など考えずに研究を進めていること

であろう。また, このような "直接役に立たな

い学問"を新たに志ざす若者が減っているわけ

でもない。どうゃら “学問の効用"と
R学
問の

魅力"と は別の問題であるらしい。歴史的に見

れば,当初は社会に何の効用ももたらさなかっ

たささやかな基礎研究が大きな人類社会の発展

(改善とは限らないかも知れないが)の出発点

となった例が無数にある。また, このような期
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待があればこそ,大学での研究の自由が保障さ

れてきたのではなかろうか。

ところが,大学紛争と石油シヨック以後,何

かが狂い始めた。国の緊縮財政に伴なう予算・

人員の削減は,我国に限ったことではないにし

ても,研究者にとって堪え難いことである。基

礎科学の研究を進める者にとって更に気になる

のは, "科学の緊急性"が問われるようになっ

てきたことである。確かにガン研究を含む遺伝

子工学,電子工学,地震予知研究,海洋開発の

ように直ちに大きな効用が期待される分野があ

り,国策としてこれらに集中的な投資が行なわ

れる事情は理解できる。しかし,すべての研究

に “緊急性"が問われ,それによって研究の重

要度が推しはかられ,優先順位が決められるよ

うになっては困るのである。この風潮が進むと

政治が学問に優先し,実質的に研究の自由が阻

害されることになるからである。どのような研

究が長期的に見て社会に大きな効用をもたらす

かは必ずしも予測できないことであるし,多 く

の基礎科学分野において研究は時勢と関係なく

常に緊急である。

このような状況にあって,小まわりのきく研

究者は時流に乗った研究グループに加わって自

らの基礎研究の費用を得ることもできよう。し

かし,産学共同などにおょそ無縁なピユーリタ

ンは「武士は食わねど……」で, じっと堪える

他はない。研究の原動力はもちろん物質面より

も研究心にあるが,昨今のように教室予算の50

%近 くが光熱費と維持費に消えてしまうのでは,
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